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今
後
も
必
要
に
応
じ
て
、
機
械
導
入

事
業
の
活
用
だ
け
で
は
な
く
、
施
設
整

備
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
と
将
来
を

見
据
え
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

花
の
三
月
は
女
性
の
月

女
性
閣
僚
の
言
葉
遣
い
？
は
気
遣
い
？

　

梅
が
咲
き
、
早
咲
の
桜
が
綻
び
、
桃

の
花
を
飾
る
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

三
月
三
日
は
雛
祭
り
、
八
日
は
国
際

女
性
デ
ー
、
一
四
日
は
二
月
の
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
返

し
に
キ
ャ
ン
デ
ー
を
も
ら
う
ホ
ワ
イ
ト

デ
ー
、
と
女
性
の
日
が
続
き
ま
す
。
西

洋
で
は
六
月
の
花
嫁
＝
ジ
ュ
ン
ブ
ラ
イ

ト
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
我
が

日
本
で
は
お
雛
様
の
「
桃
の
節
句
」
の

三
月
が
女
性
の
月
で
し
ょ
う
か
。

　

国
会
で
は
議
員
の
男
女
の
数
を
均

等
に
す
る
法
案
が
成
立
す
る
見
通
し

で
す
。
各
国
の
下
院
（
日
本
は
衆

院
）
の
女
性
議
員
の
割
合
は
、
日
本
は

一
九
三
ヵ
国
中
一
六
三
位
だ
そ
う
で

す
。
こ
の
罰
則
の
無
い
努
力
規
定
が
、

ど
こ
ま
で
功
を
奏
す
る
の
か
、
各
党
の

選
挙
へ
の
対
応
、
対
策
を
見
定
め
た
い

も
の
で
す
。

平
成
二
十
九
年
度
死
亡
牛
の
届

出
受
付
、
受
入
日
程
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
九
年
度
の
家
畜
保
健
衛
生

所
に
お
け
る
死
亡
牛
（
四
十
八
ヶ
月
齢

以
上
）
の
届
出
受
付
、
受
入
日
程
を
次

の
と
お
り
（
別
表
:
死
亡
牛
届
出
受

付
、
受
入
日
程
）
と
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
死
亡
牛

B
S
E
検
査
の
円
滑
な
実
施
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
県
畜
産
課
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
）

　

国
会
議
員
ば
か
り
で
な
く
、
我
々
農

畜
産
関
係
で
も
女
性
の
就
農
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
男
子
が
圧
倒
的

に
多
か
っ
た
農
業
高
校
で
も
女
子
生
徒

が
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
東
京
の
農
業

高
校
で
は
男
子
が
多
か
っ
た
農
業
土
木

や
林
業
を
女
子
に
人
気
の
あ
る
、園
芸
、

食
品
、
動
物
の
コ
ー
ス
に
変
え
た
ら
女

子
生
徒
の
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

農
水
省
は
二
〇
一
三
年
か
ら
「
農
業

女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
て
、

女
性
向
け
の
お
し
ゃ
れ
な
農
作
業
着
や

肌
を
守
る
紫
外
線
カ
ッ
ト
の
防
風
ガ
ラ

ス
・
サ
ン
バ
イ
ザ
ー
装
備
の
ト
ラ
ク

タ
ー
、
ピ
ン
ク
色
の
軽
ト
ラ
等
を
発
案

奨
励
し
て
、
農
業
女
子
の
就
農
活
躍
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
お
雛
様
の
よ
う
に

飾
る
女
性
で
な
く
、
活
動
、
活
躍
す
る

女
性
の
時
代
が
到
来
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
近
頃
は
「
女
子
力
」
な
る

言
葉
が
も
て
は
や
さ
れ
、
し
か
も
、
そ

れ
が「
高
い
」と
表
現
さ
れ
ま
す
。「
力
」

は
強
い
、「
力
」
が
有
る
と
表
現
し
た

は
ず
な
の
に
…
。
高
い
「
力
」
と
は
ど

ん
な
「
力
」
？
目
配
り
、
気
配
り
、
思

い
遣
り
等
、
濃
や
か
（
細
や
か
）
な
配

慮
が
出
来
る
能
力
が
「
女
子
力
」
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　

我
が
国
の
弁
護
士
資
格
の
あ
る
防
衛

大
臣
は
女
性
。
お
心
配
り
が
行
き
届
い

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
み
え
て
現
地
の
隊

員
の
日
報
の
「
戦
闘
」
を
「
衝
突
」
と

読
み
替
え
て
国
会
答
弁
。
現
地
の
状
況

が
憲
法
違
反
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、

言
葉
遣
い
で
お
気
遣
い
？
く
だ
さ
っ
た

よ
う
で
す
ね
。
恐
れ
入
り
ま
す
？
？
？

　

農
業
女
子
の
皆
様
方
に
は
植
物
に
、

動
物
に
、
そ
し
て
ご
自
身
の
経
営
に
、

濃
（
細
）
や
か
に
お
心
遣
い
下
さ
い
ま

す
様
期
待
し
て
お
り
ま
す
。�（
忠
九
朗
）
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新
む
ら
す
ず
め

二
十
八
年
度

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
機
械
導
入

事
業
の
導
入
事
例
紹
介

　

二
十
七
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
機
械
導
入
事
業
の
導
入

事
例
に
つ
い
て
、
今
回
、
県
内
の
協
議

会
か
ら
資
料
提
供
頂
い
た
の
で
、
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
機
械
価
格
の

半
額
が
国
か
ら
助
成
さ
れ
る
も
の
で
、

大
変
有
用
な
事
業
で
す
の
で
、
掲
載
事

例
を
参
考
に
さ
れ
て
、
事
業
参
加
の
検

討
材
料
に
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す

神
奈
川
県
酪
農
収
益
力
向
上

推
進
協
議
会
（
県
酪
連
）

《 

事
務
局
の
コ
メ
ン
ト 
》　

　

過
去
十
年
に
酪
農
家
戸
数
・
乳
用
牛

飼
養
頭
数
・
生
乳
生
産
量
は
約
半
減
し

て
お
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
後
継
者
不

足
・
都
市
化
に
よ
る
飼
養
環
境
の
悪
化

の
他
、
主
な
原
因
と
し
て
収
益
の
悪
化

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
県
で
も
平

成
二
十
七
年
二
月
に
酪
農
経
営
の
収
益

力
を
向
上
す
る
た
め
、
ク
ラ
ス
タ
ー
協

議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
「
家
族
経
営
で
も
収
益
を
確
保
す
る
」

こ
と
を
目
的
に
、
機
械
化
な
ど
に
よ
る

省
力
化
や
労
働
力
の
低
減
に
よ
り
生
じ

た
余
力
を
活
用
し
、
生
産
性
を
向
上
す

る
と
と
も
に
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
後

継
者
の
確
保
や
高
齢
化
し
た
酪
農
家
の

経
営
期
間
の
延
長
・
新
規
就
農
者
の
確

保
な
ど
を
推
進
し
県
内
生
乳
生
産
量
を

確
保
し
、
収
益
性
の
向
上
等
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

《 

導
入
機
械
名 

》

ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー　

《 

導
入
年
月
日 

》

平
成
二
十
八
年
十
一
月

《 

取
り
組
み
主
体
の
コ
メ
ン
ト 

》

　

既
存
の
機
械
よ
り
能
力
の
高
い
当
該

機
械
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
作
業

効
率
が
上
が
り
、
堆
肥
処
理
に
か
か
る

時
間
の
短
縮
が
出
来
た
。
そ
の
分
を
飼

養
管
理
に
充
て
る
事
が
可
能
に
な
り
、

牛
群
個
々
の
管
理
が
密
に
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
空
胎
期
間
の
短
縮
等
生
産

性
向
上
に
努
め
た
い
。

か
な
が
わ
銘
柄
豚
肉
推
進
協

議
会
（
県
養
豚
協
会
）

《 

導
入
機
械
名 

》

洗
浄
ロ
ボ
ッ
ト

《 

導
入
年
月
日 

》

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
八
日

《 

取
り
組
み
主
体
の
コ
メ
ン
ト 

》

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
リ
ー
ス
を

活
用
し
て
洗
浄
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
満

足
し
て
い
る
。
洗
浄
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
豚

房
の
洗
浄
を
的
確
に
行
っ
て
く
れ
る
の

で
、
豚
舎
内
の
洗
浄
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
任

せ
、
作
業
者
は
、
洗
浄
以
外
の
作
業
に

従
事
す
る
こ
と
が
で
き
、
作
業
の
分
業

化
が
図
ら
れ
効
率
よ
く
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
る
で
従
業
員
を
一

人
雇
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
機
械
の

操
作
は
簡
単
で
使
い
や
す
く
、
洗
浄
中

の
音
は
気
に
な
ら
な
い
程
度
で
あ
る
。

　

洗
浄
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
肉
豚
舎
の
よ
う

に
豚
房
面
積
や
通
路
幅
が
一
定
の
豚
舎

の
洗
浄
に
適
し
て
い
る
が
、
分
娩
舎
の

よ
う
に
複
雑
な
構
造
の
豚
舎
の
洗
浄
に

は
不
向
き
で
あ
る
。
大
規
模
経
営
で

オ
ー
ル
ア
ウ
ト
後
の
肉
豚
舎
の
洗
浄
に

一
番
能
力
を
発
揮
す
る
機
械
で
あ
る
。

強
い
て
言
え
ば
、
唯
一
、
重
量
が
あ
る

た
め
豚
舎
間
の
移
動
に
少
し
手
間
が
か

か
り
、
豚
舎
入
口
や
豚
舎
内
の
段
差
を

越
え
る
際
に
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
リ
ー
ス
は

金
銭
的
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
今
後
も

継
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま

す
。鶏

合
戦
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会

（
中
央
養
鶏
農
協
）

《 

事
務
局
の
コ
メ
ン
ト 

》

　

鶏
合
戦
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
は
、
行

政
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
畜
産
関
係
者
（
行

政
・
農
協
・
畜
産
農
家
・
畜
産
関
係
業

者
・
関
係
女
性
）
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

鶏
の
み
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

《 

導
入
機
械
名 

》

　

今
回
は
、
次
の
機
械
を
導
入
し
た
事

例
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。自
動
給
餌
機
・

自
動
給
水
機
・
集
卵
装
置
・
換
気
装
置
・

清
掃
機
器
を
一
体
化
（
シ
ス
テ
ム
キ
ッ

チ
ン
の
よ
う
な
も
の
）
し
た
装
置
を
導

入
い
た
し
ま
し
た
。

《 

導
入
年
月
日 

》

平
成
二
十
八
年
三
月
に
導
入
。

《 

取
り
組
み
主
体
の
コ
メ
ン
ト 
》

　

導
入
は
、
現
在
の
養
鶏
経
営
を
向
上

す
る
た
め
に
は
、
現
状
の
劣
化
し
た
機

器
装
置
の
単
な
る
改
修
で
は
困
難
と
判

断
を
致
し
ま
し
た
。
導
入
後
の
効
果
は

思
惑
通
り
で
、
卵
質
・
鶏
の
生
存
性
が

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
臭
気
の
軽
減

が
認
識
さ
れ
ま
す
。
今
後
こ
の
シ
ス
テ

ム
化
さ
れ
た
装
置
を
構
成
員
に
薦
め
地

域
の
環
境
の
改
善
に
も
貢
献
す
る
も
の

と
期
待
い
た
し
ま
す
。
今
後
は
、
年
度

集
計
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

神
奈
川
県
配
合
飼
料
・
機
械
化
推
進

協
議
会
（
県
配
合
飼
料
基
金
協
会
）

《 

導
入
機
械
名 

》
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー

《 

導
入
年
月
日 

》
平
成
二
十
八
年

十
一
月

《 

事
務
局
の
コ
メ
ン
ト 

》

　

五
年
後
、
一
〇
年
後
の
経
営
を
見
据

え
て
、
機
械
化
の
推
進
を
図
る
こ
と
は

重
要
で
す
。
今
後
も
是
非
事
業
を
継
続

し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

《 

取
り
組
み
主
体
の
コ
メ
ン
ト 

》

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
機
械
導
入

リ
ー
ス
を
活
用
し
て
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー

を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
機
械

に
比
べ
て
、走
行
速
度
の
向
上
、バ
ケ
ッ

ト
容
量
の
増
加
に
よ
り
、
堆
肥
の
切
り

返
し
、
運
搬
等
の
作
業
効
率
が
改
善
さ

れ
ま
し
た
。
作
業
効
率
化
に
よ
り
作
出

さ
れ
た
時
間
を
、
鶏
の
健
康
管
理
や
鶏

舎
管
理
な
ど
に
充
て
、
有
効
活
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

死亡牛届出連絡先
連絡先（電話番号、FAX） 所管区域

県央家畜保健衛生所
電話　046-238-9111（代表）
携帯　080-3403-0157 ※
FAX　046-238-9124

横浜市、川崎市、横須賀市、鎌倉市、逗子市、
相模原市、三浦市、厚木市、大和市、
海老名市、座間市、綾瀬市、三浦郡、愛甲郡

湘南家畜保健衛生所
電話　0463-58-0152（代表）
携帯　080-3403-0156 ※
FAX　0463-58-5679

平塚市、小田原市、秦野市、伊勢原市、
南足柄市、中郡、足柄上郡、足柄下郡、
※ 藤沢市、茅ヶ崎市、高座郡は
　 県央家保死亡牛保管施設へ搬入

※休日開庁日のみ、死亡牛の届出は携帯電話にお願いします。
　休日閉庁日の届出は FAX でお願いします。

平成 29年度　死亡牛届出受付、受入日程

受入日 閉庁日 ※検査月齢は 48ヶ月齢以上です
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バ
イ
パ
ス
オ
レ
イ
ン
酸
を
給
与
す
る
こ
と
で

オ
レ
イ
ン
酸
含
量
が
高
ま
る

�

～
脂
肪
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
筋
間
脂
肪
に
与
え
る
効
果
～

牛
の
ア
カ
バ
ネ
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

春
の
訪
れ
が
間
近
に
感
じ
ら
れ
る
頃

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
か
ら
、
牛

飼
養
農
家
の
皆
さ
ん
に
注
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
伝
染
病
に
ア
カ
バ
ネ
病
が
あ

り
ま
す
。

　

ア
カ
バ
ネ
病
は
牛
の
ウ
イ
ル
ス
性
伝

染
病
で
、
蚊
や
ヌ
カ
カ
な
ど
の
吸
血
昆

虫
が
媒
介
し
、
妊
娠
牛
が
感
染
す
る
と

胎
子
感
染
に
よ
り
異
常
産
（
死
流
産
・

四
肢
の
関
節
湾
曲
・
脊
柱
彎
曲
等
の
体

形
異
常
及
び
水
無
脳
症
等
の
中
枢
神
経

異
常
等
の
奇
形
）を
起
こ
す
病
気
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
子
牛
や
育
成
牛

で
生
後
感
染
に
よ
る
知
覚
過
敏
、
後
躯

麻
痺
、
起
立
不
能
な
ど
の
神
経
症
状
を

示
す
脳
脊
髄
炎
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
蚊
や
ヌ
カ
カ
が
発
生
す
る
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
感
染
す
る
と
、
死
流
産
は

夏
か
ら
秋
に
、
奇
形
子
牛
の
分
娩
は
冬

か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
起
こ
り
ま
す
。

　

本
病
に
つ
い
て
は
毎
年
、
全
国
的
に

育
成
牛
を
対
象
に
定
期
的
な
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本

県
で
も
年
四
回
、
育
成
牛
の
追
跡
調
査

を
行
い
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
監
視
し
て

い
ま
す
が
、
県
内
で
は
、
平
成
十
四
年

度
以
降
、
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
は
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ア
カ
バ
ネ
病
は
西
日
本
、
特
に
九
州

で
被
害
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
年
に
よ
っ
て
は
、
北
海
道
、
東

北
、
甲
信
越
地
方
な
ど
で
も
発
生
が
確

認
さ
れ
、
全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

予
防
法
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
効
果

的
で
す
。
妊
娠
牛
や
受
精
予
定
牛
を
対

象
に
ア
カ
バ
ネ
病
ワ
ク
チ
ン
を
蚊
や
ヌ

カ
カ
な
ど
の
活
動
が
活
発
に
な
る
夏
前

（
四
～
六
月
）
に
毎
年
接
種
す
る
こ
と

で
、
異
常
産
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
全
体
で
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
抗
体
保
有
率
を
高
め
る
こ
と
に
よ

り
、
生
後
感
染
の
流
行
の
リ
ス
ク
も
下

が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
ア
カ
バ
ネ
病

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所　

矢
島
）

家
保
だ
よ
り

『
平
成
二
十
八
年
度
　
十
一
月
及
び

十
二
月
販
売
牛
の
補
填
金
単
価
報
告
』

◎
平
成
二
十
八
年
度
第
３
四
半
期

　
十
一
月
販
売
牛
補
填
金
単
価（
精
算
払
）

　

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�
六
、二
〇
〇
円

　

乳
用
種�

五
一
、五
〇
〇
円

◎
平
成
二
十
八
年
度
第
３
四
半
期

　
十
二
月
販
売
牛
補
填
金
単
価
（
清
算
払
）

　

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

〇
円

　

乳
用
種�

六
一
、一
〇
〇
円

�

（
経
営
指
導
部　

倉
迫
）

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度

平
成
二
十
八
年
度
第
3
四
半
期

（
二
十
八
年
十
～
十
二
月
）
の
指
定
肉

　
用
子
牛
の
品
種
区
分
ご
と
の
平
均
売

買
価
格
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

黒
毛
和
種�

八
四
九
、二
〇
〇
円

　

交
雑
種�

四
一
七
、九
〇
〇
円

　

乳
用
種�

二
〇
八
、六
〇
〇
円

　

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
は
保

証
基
準
価
格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共

に
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給

金
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
事
業

に
関
し
て
は
、「
黒
毛
和
種
」に
つ
い
て
、

交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
畜
産
会
）

牛
マ
ル
キ
ン
事
業

い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

報
告
を
踏
ま
え
て
、
長
野
県
、
鳥
取
県
、

大
分
県
で
は
、
牛
肉
の
口
溶
け
や
風
味

が
良
い
と
し
て
、
脂
肪
の
中
に
オ
レ
イ

ン
酸
を
五
五
％
以
上
含
む
牛
肉
を
ブ
ラ

ン
ド
牛
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
オ
レ
イ
ン
酸
を
多
く
含
む
米
ぬ
か

を
ペ
レ
ッ
ト
化
し
肥
育
牛
へ
給
与
す
る

こ
と
で
ロ
ー
ス
筋
肉
内
の
オ
レ
イ
ン
酸

含
有
量
が
高
ま
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
適
正
な
給
与
量
に
つ
い
て

の
報
告
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
オ
レ
イ
ン
酸
の
高
い
飼
料
を

給
与
す
れ
ば
、
肉
の
オ
レ
イ
ン
酸
が
高

ま
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

飼
料
中
の
脂
肪
の
う
ち
、
オ
レ
イ
ン

酸
を
含
む
不
飽
和
脂
肪
酸
は
第
一
胃
内

で
微
生
物
に
よ
る
水
素
添
加
に
よ
り
、

飽
和
脂
肪
酸
に
変
換
さ
れ
ま
す
。
で
す

か
ら
、
飼
料
で
オ
レ
イ
ン
酸
を
多
く
含

む
飼
料
を
給
与
し
て
も
、
単
純
に
肉
の

オ
レ
イ
ン
酸
含
量
が
上
が
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
多
量
に
給
与
す

る
こ
と
で
、
ル
ー
メ
ン
内
微
生
物
の
影

響
を
受
け
な
か
っ
た
不
飽
和
脂
肪
酸
が

体
脂
肪
に
蓄
積
さ
れ
脂
肪
酸
組
成
を
変

化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
乳
牛
の
泌
乳
初
期
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
補
給
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
、

ル
ー
メ
ン
を
バ
イ
パ
ス
す
る
脂
肪
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
脂
肪
酸
と
カ
ル
シ
ウ
ム
を
結
合

さ
せ
た
飼
料
で
、
ル
ー
メ
ン
内
の
微
生

物
の
接
触
を
回
避
す
る
こ
と
で
、
下
部

消
化
管
で
の
不
飽
和
脂
肪
酸
の
吸
収
を

増
や
す
こ
と
が
目
的
の
飼
料
で
す
。
開

発
の
目
的
は
、
乳
脂
率
や
繁
殖
成
績
向

上
の
た
め
の
も
の
で
、
リ
ノ
ー
ル
酸
や

リ
ノ
レ
ン
酸
の
増
加
を
期
待
し
た
も
の

で
し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
様
々
な

種
類
の
も
の
が
販
売
さ
れ
、
肥
育
牛
へ

の
給
与
の
報
告
も
あ
り
、
乳
用
去
勢
牛

や
、
黒
毛
和
種
の
肉
質
（
B
M
S　

Ｎ

ｏ
・
）
が
向
上
し
た
と
い
う
報
告
も
あ

り
ま
す
が
、
脂
肪
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
は
添

加
量
が
多
い
と
嗜
好
性
が
低
下
す
る
と

い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
オ
レ
イ
ン
酸
を

多
く
含
む
脂
肪
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
（
以
下

「
バ
イ
パ
ス
オ
レ
イ
ン
酸
」）
を
少
量
給

与
す
る
こ
と
で
、
嗜
好
性
を
低
下
さ
せ

ず
に
筋
間
脂
肪
の
オ
レ
イ
ン
酸
含
有
量

が
高
ま
る
か
検
討
し
ま
し
た
。

材
料
と
方
法

　

供
試
牛
は
、
黒
毛
和
種
去
勢
牛
一
〇
頭

を
用
い
、
試
験
区
、
対
照
区
に
そ
れ
ぞ
れ

五
頭
用
い
ま
し
た
。
供
試
牛
の
血
統
は
表

一
の
と
お
り
で
す
。
試
験
期
間
は
出
荷
前

の
四
ヶ
月
間
と
し
、
二
七
〜
二
八
ヶ
月
齢

で
試
験
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
供
試
牛
は
、
八
ヶ
月
齢
か

ら
当
所
の
慣
行
飼
料
で
あ
る
ト
ウ
フ
粕

を
五
〇
%
配
合
し
た
発
酵
飼
料
（
以
下

「
濃
厚
飼
料
」）
を
一
〇
〜
一
七
㎏
／
日

お
よ
び
粗
飼
料
と
し
て
稲
ワ
ラ
を
一
・
〇

〜
一
・
五
㎏
／
日
給
与
し
ま
し
た
。
な
お
、

ミ
ネ
ラ
ル
補
給
の
た
め
鉱
塩
を
常
置

し
、
二
〇
ヶ
月
齢
以
降
は
す
べ
て
の
供

試
牛
に
対
し
て
一
日
当
た
り
五
、〇
〇
〇

Ｉ
Ｕ
の
ビ
タ
ミ
ン
A
を
給
与
し
ま
し
た
。

　

バ
イ
パ
ス
オ
レ
イ
ン
酸
（
詳
し
い
成

分
値
は
表
2
に
記
載
）
は
、
米
ぬ
か

六
〇
〇
グ
ラ
ム
と
同
量
の
オ
レ
イ
ン
酸

を
含
む
給
与
量
と
し
ま
し
た
。
あ
ら
か

じ
め
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
を
用
い
て

バ
イ
パ
ス
オ
レ
イ
ン
酸
と
米
ぬ
か
の
脂

肪
酸
組
成
を
測
定
し
（
表
2
）、
給
与
量

を
一
三
五
・
五
ｇ
／
日
と
し
ま
し
た
。
供

試
牛
は
試
験
開
始
（
出
荷
予
定
四
ヶ
月

前
）
ま
で
同
一
の
飼
料
で
給
与
し
、
試

験
区
は
出
荷
四
ヶ
月
前
か
ら
濃
厚
飼
料

に
バ
イ
パ
ス
オ
レ
イ
ン
酸
を
混
合
し
て

給
与
し
、
対
照
区
は
給
与
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
試
験
牛
は
、飼
料
摂
取
量
、体
重
、

血
液
検
査
を
試
験
前
、
試
験
中
、
出
荷

直
前
に
調
査
し
ま
し
た
。
出
荷
後
は
、

と
畜
、
競
り
後
に
、
横
浜
食
肉
市
場
株

式
会
社
の
協
力
を
得
て
第
六
―
七
胸
椎

間
部
を
薄
く
割
除
し
て
分
析
を
行
い
ま

し
た
。

結
果
と
考
察

　

増
体
量
と
飼
料
摂
取
量
の
結
果
で
す

が
、
試
験
開
始
時
や
終
了
時
の
体
重
、

平
均
増
体
量
に
差
は
認
め
ら
れ
ず
、
濃

厚
飼
料
、
粗
飼
料
、
推
定
T
D
N
摂
取

量
に
も
差
は
な
く
、
嗜
好
性
に
問
題
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
（
表
3
）。
血
液

性
状
は
、
血
清
総
蛋
白
（
T
―
P
r
o
）、

B
U
N
（
尿
素
窒
素
、
腎
機
能
が
低
下

す
る
と
高
値
を
示
す
）、
A
S
T
（
ア

ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
ア
ミ
ノ
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ

ラ
ー
ゼ
、肝
機
能
の
指
標
）、G
G
T
（
γ

―
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
タ
ー

ゼ
、
肝
機
能
検
査
の
一
つ
）
に
差
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
に
つ
い
て
は
、
出
荷

直
前
で
試
験
区
が
高
く
な
り
ま
し
た
（
図

1
）。
つ
ま
り
、
バ
イ
パ
ス
オ
レ
イ
ン
酸

給
与
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
増
加
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

枝
肉
成
績
は
、
両
区
の
間
に
有
意
な

差
は
な
く
水
分
、
粗
脂
肪
含
量
に
も
差

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
表
4
）。

　

総
不
飽
和
脂
肪
酸
、
そ
の
う
ち
の
大

部
分
を
占
め
る
一
価
不
飽
和
脂
肪
酸
（
モ

ノ
レ
ン
酸
）
に
つ
い
て
は
、
試
験
区
が

有
意
に
高
く
、
逆
に
飽
和
脂
肪
酸
は
有

意
に
低
い
結
果
で
し
た
（
図
2
）。
脂
肪

酸
組
成
を
図
三
に
示
し
ま
す
。
オ
レ
イ

ン
酸
が
試
験
区
で
五
八
・
六
％
と
対
照
区

の
五
三
・
四
％
よ
り
高
く
、
同
じ
く
不
飽

和
脂
肪
酸
で
あ
る
パ
ル
ミ
ト
レ
ン
酸
も

試
験
区
が
高
く
、
逆
に
飽
和
脂
肪
酸
で

あ
る
ス
テ
ア
リ
ン
酸
は
低
い
結
果
で
し

た
。
気
に
な
る
費
用
に
つ
い
て
も
試
算

し
て
み
ま
し
た
。
今
回
使
用
し
た
バ
イ

パ
ス
オ
レ
イ
ン
酸
の
単
価
が
、
一
㎏
あ

た
り
三
〇
〇
円
で
す
の
で
、
四
ヶ
月
間

の
給
与
で
四
、八
七
八
円
、
米
ぬ
か
は
飼

料
会
社
に
聞
き
取
り
し
た
と
こ
ろ
、
一

㎏
あ
た
り
四
六
円
で
し
た
の
で
、
四
ヶ

月
で
三
、三
一
二
円
と
な
り
、
差
し
引
き

一
、五
六
六
円
、
バ
イ
パ
ス
オ
レ
イ
ン

酸
の
方
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

バ
イ
パ
ス
オ
レ
イ
ン
酸
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
第
一
胃
を
バ
イ
パ
ス
す
る
の
で
米
ぬ

か
の
よ
う
に
第
一
胃
内
で
飽
和
化
さ
れ
ず

効
率
的
で
す
。
ま
た
、
米
ぬ
か
は
リ
ン
を

含
み
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
含
ま
な
い
こ
と

か
ら
、
尿
石
に
な
り
に
く
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
米
ぬ
か
は
脂
肪
が
酸
化
し
や

す
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
特
に
夏
場
は
気

温
と
湿
度
が
高
い
た
め
、
著
し
く
酸
化
が

進
み
長
期
保
管
は
困
難
で
す
が
、
バ
イ
パ

ス
オ
レ
イ
ン
酸
は
数
ヶ
月
間
常
温
で
保
存

可
能
で
す
。

　

逆
に
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
コ
ス
ト
が
か

か
り
、
量
が
多
い
と
嗜
好
性
が
悪
く
な
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
当
所
の

よ
う
に
乳
酸
発
酵
さ
せ
た
飼
料
に
混
ぜ
て

給
与
す
る
場
合
は
、
酸
に
よ
っ
て
脂
肪
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
け
て
し
ま
う
た
め
、
給

与
法
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
不

飽
和
脂
肪
酸
含
量
が
増
え
ま
す
の
で
、
脂

肪
の
融
点
が
低
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
点
に
は
注
意
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
…

　

今
回
の
試
験
と
は
別
の
お
話
で
す
が
、

当
所
の
普
及
指
導
課
で
は
、
光
学
的
に

筋
間
脂
肪
の
脂
肪
酸
組
成
を
簡
易
に
計

測
す
る
機
器
（
食
肉
脂
質
計
測
装
置
）

を
用
い
て
多
く
の
枝
肉
の
脂
肪
酸
組
成

を
測
定
し
て
い
ま
す
。
当
所
で
出
荷
し

た
牛
は
、
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
て
、
実

際
に
脂
肪
酸
組
成
を
分
析
し
ま
す
の
で
、

と
畜
の
際
に
普
及
指
導
課
と
協
力
し
て
、

サ
ン
プ
ル
の
光
学
的
測
定
と
分
析
機
器

を
用
い
た
測
定
を
継
続
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
光
学
的
測
定
と
分

析
機
器
に
よ
る
値
に
正
の
相
関
が
認
め

ら
れ
、
若
干
光
学
的
測
定
が
高
く
表
示

さ
れ
ま
す
が
、
概
ね
正
し
い
値
を
示
し

ま
し
た
。

ま
と
め

　

今
回
、
バ
イ
パ
ス
オ
レ
イ
ン
酸
を
給

与
し
た
と
こ
ろ
、
飼
料
摂
取
量
や
発
育
、

枝
肉
成
績
は
低
下
せ
ず
、
筋
間
脂
肪
中

の
不
飽
和
脂
肪
酸
、
オ
レ
イ
ン
酸
割
合

が
有
意
に
高
ま
り
、
特
色
あ
る
牛
肉
の

生
産
に
寄
与
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
オ
レ
イ

ン
酸
含
量
自
体
は
取
引
価
格
と
は
関
連

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ス
ト
に
見
合
っ

た
売
り
上
げ
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
、

コ
ス
ト
も
考
え
な
が
ら
給
与
を
ご
検
討

下
さ
い
。

（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
企
画
研
究
課

�

坂
上　

信
忠
）

は
じ
め
に

　

本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
産
振
興

を
中
心
と
し
た
畜
産
行
政
か
ら
、
流
通
・

販
売
・
消
費
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
畜
産

の
「
出
口
戦
略
」
の
展
開
を
始
め
、
そ

の
推
進
主
体
と
な
る
「
か
な
が
わ
畜
産

ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
」
を
平
成
二
六

年
五
月
に
設
立
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協

議
会
で
は
、
品
質
の
良
さ
や
味
の
特
徴

な
ど
、
県
産
畜
産
物
の
魅
力
を
よ
り
多

く
の
消
費
者
に
知
っ
て
も
ら
い
、
県
産

畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、
販
売

力
強
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
特
色
あ
る
畜

産
物
の
生
産
を
目
的
に
、
オ
レ
イ
ン
酸

に
着
目
し
た
牛
肉
の
高
付
加
価
値
生
産

技
術
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

背
景
と
目
的

　

近
年
、
食
味
性
を
重
視
し
た
畜
産
物

へ
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、

特
色
の
あ
る
牛
肉
の
生
産
が
望
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
、

話
題
に
な
っ
て
い
る
成
分
と
し
て
は
、

オ
レ
イ
ン
酸
、
イ
ノ
シ
ン
酸
、
ア
ミ
ノ

酸
が
あ
る
ほ
か
、
香
り
や
風
味
な
ど
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
国
内
の
研
究
で
は
、
脂

肪
酸
組
成
や
ア
ミ
ノ
酸
組
成
と
官
能
評

価
の
関
係
を
示
し
た
論
文
が
い
く
つ
か

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

不
飽
和
脂
肪
酸
に
含
ま
れ
る
オ
レ
イ
ン

酸
は
牛
肉
の
風
味
と
関
連
し
て
い
る
と

地方競馬の収益金は畜産振興に役立っています。

ナイター開催

日催開馬競崎川

5月15日（月）～5 月19日（金）
29年4月 3日（月）～4 月 7日（金）

研究情報

表３　試験期間における増体量と飼料摂取量
試験区 対照区

体重（㎏） 試験開始時 678.5 ±11.0 712.0 ± 15.5 
試験終了時 760.0 ±14.4 772.0 ± 13.4 

1 日平均増体量（㎏ / 日）   0.62± 0.07   0.50± 0.11
濃厚飼料摂取量（㎏ / 日）  11.3 ± 0.6  12.7 ± 0.9 
粗飼料摂取量（㎏ / 日）   1.0 ± 0.1   1.1 ± 0.0 
推定 TDN 摂取量（㎏ / 日）   5.5 ± 0.3   6.2 ± 0.4 
数値は平均値±標準誤差

表 2　脂肪酸カルシウムと米ぬかの脂肪酸組成（重量％）
脂肪酸 脂肪酸カルシウム 米ぬか

C14:0 ミリスチン酸  0.7  0.3
C16:0 パルミチン酸 11.0 11.6
C16:1 パルミトレン酸  0.8  0.2
C18:0 ステアリン酸  4.5  1.7
C18:1 オレイン酸 50.0 47.5
C18:2 リノール酸 28.0 37.5
C18:3 リノレン酸  5.0  1.2

一般成分 粗脂肪含量（％） 82.0 19.5

表１　供試牛の種雄牛
試験区 対照区
福栄 福栄

北湖２ 北湖２
茂勝 茂勝

菊花国 東龍
北平安 安茂勝

表４　出荷月齢、枝肉成績および一般成分
内訳 試験区 対照区

出荷月齢  30.4 ±  0.1  31.3 ±  0.4
枝肉成績 枝肉重量（㎏） 520.2 ± 11.9 496.2 ± 18.6

ロース芯面積（㎠）  66.4 ±  2.2  61.4 ±  0.7
バラの厚さ（㎝）   8.3 ±  0.3   7.9 ±  0.3
皮下脂肪（㎝）   2.9 ±  0.2   2.5 ±  0.4

歩留基準値  74.4 ±  0.6  74.2 ±  0.2
肉質等級 BMS No.   9.0 ±  0.8   9.0 ±  0.3

一般成分（％） 水　分 42.8 ± 2.3 41.7 ± 0.7
粗脂肪 43.0 ± 2.8 44.9 ± 0.8
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図3　筋間脂肪の脂肪酸組成

図 2　筋間脂肪の飽和脂肪酸および不飽和脂肪酸組成

図 1　血清中コレステロール値の試験中の推移


